
事例№ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事例の概要 学年 知識及び技能 の基礎 思考力・判断力・表現力等の基礎 学びに向かう力・人間性等

1 トンネル滑り台って楽しい！自分の思いに合わせて滑り方を選んで遊ぶ 3
・いつもと違う滑り台の形を認識し、いつもの滑り方（座位）では滑れないことが
　分かる
・トンネルをくぐることができるような姿勢で滑る

・トンネルを通り抜けることができる方法を考える
・自分の思いに合わせて滑り方を決める

・初めての環境に興味をもって関わる
・怖さや不安を感じていても、友達の様子を見たり保育者に見守られたりする中で、
　自分からやってみようとする

2 樋をつなげて水を流そう 4
・水を流して、なぜ下まで流れないのかに気付く
・樋をまっすぐにしたら水が流れるかもしれないことに気付く
・木の柱を足したらまっすぐになるかもしれないと予測する

・B児のバケツまで水を流すために、水の流し方を何度も考えて試す
・樋の途中から水が漏れていることに気付く
・樋から水が漏れないようにするための方法を考える

・水がバケツまで流れなくても諦めずに何度も試してみようとする
・水をバケツまで流したいという共通の目的をもっている
・友達の考えを受け入れてやってみる　　　　・成功した喜びや達成感を味わう

3 ダンゴムシを飼育したい 　大切なダンゴムシは何を食べる？ 5
・絵本を読み、ダンゴムシが落ち葉を食べることを知る
・かごに入れたエサの変化から、食べるものや食べないものが分かる
・自分の経験と重ね合わせ、ダンゴムシの好き嫌いについて考える

・ダンゴムシが食べるものを予想し、試してみようとする
・考えたことを実践したり言葉で伝えたりする

・見付けたダンゴムシに愛着をもつ　　　・考えたことをやってみようとする
・知りたいと思い、継続して観察する　・結果が分かり、更にやってみたいと取り組む
・友達と気付いたことを話す

4 排水溝に落ちた物をどうやって取るか試行錯誤する 5 ・これまでの経験からの知識を寄せ合い、道具を使って取ろうとする
・落とした物が水に浮くこと、水位を上げると手が届くと考えて取ろうとする

・排水溝の中の物がどうすれば取れるのか、自分なりに考えて試す
・自分の考えたことを言葉で友達に伝え、一緒に試す

・落とした物が取れるまで諦めず繰り返しチャレンジする
・友達の様子に気付き、そばへ行き一緒に考える
・友達がの大切にしている物がどうなったのか気にする
・友達の考えを受け入れ、一緒に試す

5 シャボン玉が割れるか割れないか試そう 5
・ゆっくりと息を吹くとシャボン玉が大きくなることに気付く
・シャボン玉が割れずにテーブルの上に乗ることを知る
・シャボン玉液が手に付いていると、シャボン玉を触っても割れないことを知る

・友達の様子を見て、自分も触るとシャボン玉が割れると予測して触ってみる
・シャボン玉を触っても割れる人と割れない人の違いは何かを考える

・自分が気付いたことを友達や保育者に伝え、関わりを楽しむ
・疑問に思ったことを解決しようとする

6 お化け屋敷にお客さんを呼ぼう 5
・作りたい物の材料を選び、イメージに合わせて自由に表現して作る
・作りながらこれまでの経験から、遊びに必要な物に気付く

・友達とお化けになる、お化けになって動くことを楽しむ
・必要なことを自分なりに考えて相手に伝えたり、相手の考えを聞いて受け止め
　たりする

・お客さんを呼ぶために、自分の考えを相手に伝えたり、友達の考えを受け入れたり
　しながら協力して作ろうとする
・自分たちがやりたいことができた満足感を得る

7 船を作り、うまく進むようにしよう 5

・スクリューの中央に輪ゴムを貼ることが分かる
・目視で、だいたいの船の中央が分かる
・スクリューをゴムが戻らないように手で回す
・巻いたゴムが戻るときに船が進むことが分かる

・船がうまく進む理由、うまく進まない原因を考える
・コツをつかみ、うまく進まなかったスクリューでも、再度、試してみようと
　やってみる

・「こうしたい」という目的に向けて、試行錯誤したり諦めずに何度も挑戦したりする
・友達の船みたいに自分の船も進むようにしたいとやってみる

8 米栽培を通して鳥害対策や籾の中の育ちなどを考えたり調べたりして
取り組む

5
・稲の生長やスズメに実を食べられていることに気付く
・これまでの栽培経験から鳥害を防ぐ方法を考え（ネットを張る）実践する
・図鑑・タブレットから必要な知識を得る

・タブレットを使って鳥害を防ぐための、ネットの大きさや張り方を考える
・友達と力を合わせてネットを張る
・経験や図鑑から得た知識から籾の状態を確かめるための方法を考え、言葉で伝え
　合い、試す（水に浸ける、光を通すなど）

・課題に対して友達と考えを出し合い解決しようとする
・体験を通して米を育てることや農家の大変さを実感する

9 ドングリ転がしのコース作り 5 ・ペーパー芯を傾けて貼ることで、ドングリが転がることに気付く
・様々な用具を使いながら、ペーパー芯や空き箱を必要な形に切ったり貼ったりする

・ドングリがコースから飛び出さないように考え、様々な方法を試す
・コースの壁をガードレールに見立てて表現し、友達とイメージを共有しようとする
・自分の考えを言葉で周りの友達に伝える

・自分の考えを伝えたり友達の考えを受け入れたりしながら協力して作り、達成感を
　味わう
・うまくいかなくても諦めずに何度も取り組む

10 収穫物の数を数え人数分あるか確かめる 5 ・収穫した実の数え方を考え、自分たちで工夫して数える
・一人一つの実を持ち帰るためには、人数と同じ数の実が必要だと考える
・友達と一緒に実の数を数え、同じ数になるかを確認する
・全体の園児数を知る方法を考え、数える

・他学年にも分けてあげたい気持ちをもつ
・余った実をどのようにすればよいかを考え、保育者分にしようと思い付く

11 シャボン玉、息の吹き方で大きさが変わるよ 3

・保育者が「大きなシャボン玉！すご～い！」と伝えると、「息をず～っと長く
　吹くと、大きくなるの」「速く吹くと小さいのがいっぱい出るの」と言う
　繰り返し遊び、息の拭き方を試す中で、規則性、法則性、関連性等を発見する
・作りたいシャボン玉の大きさによって息の吹き方を調整している

・シャボン玉を膨らませるために、試行錯誤する中で予想や予測、比較しながら
　息の吹き方が関係することを考え、判断している
・息の吹き方が関係していることに気付き、言葉で表現している

・速く吹いて小さなシャボン玉をたくさん出して「ね、速く吹くと小さいのが出るで
　しょう」とうれしそうに笑うなど、自分が体験を通して気付いたことに喜びや自信
　を感じている
・友達と一緒に同じ動きや遊びをする楽しさを感じている

12 吊り下げペットボトルシャワーの水の勢いの変化を感じて 3
・カップよりバケツを使った方が一度に多く水を入れられることに気付く
・水の量によって、穴から出る勢いが変わることに気付き、水を入れ続けようとする

・穴から出る水の勢いが強いと、「たこさんだ」と表現する
・水の量によって、水の落下点が変わり、ペットボトルの下で水を受けるカップを
　動かす

・「もっと水入れて」の友達の声に、一緒にペットボトルに水を入れたり、自分だ
　けでも試したりする

13 やってみたいと心が動いたドングリ転がしを繰り返し楽しむ 3
・転がす場所によってドングリの動きが変わることに気付く
・同じ場所から転がしても同じ場所に転がらないことに気付く

・転がす度にドングリの動きが違うことに不思議さを感じたり面白がったりする
・同じ場にいる保育者や友達と一緒に同じ動きを楽しむ
・友達の転がしているドングリを一緒に見たり、気持ちに共感したりする

14
屋上庭園のプランターで、サツマイモが土の中にあることを発見し、年長組に教
えてもらったコツを思い出して掘る

3 ・今までの収穫体験から、目に見えるところにサツマイモがあるだろうと思う

・サツマイモの蔓を見ても、プランターを覗いてもサツマイモはどこにもないこと
　が分かる
・どうするか保育者や友達と考え、蔓を引っ張ったり土を掘ってみたりすることにな
る
・芋掘り遠足に行ってきた年長組に掘り方のコツを教えてもらったことを思い出し、
　掘ってみる

・すぐに見付かると思っていたサツマイモがなかったが、別のやり方を考える
・年長組に教えてもらったように掘ると、何本ものサツマイモを収穫することができる
・「100個も掘れたんだよ」と自分たちが収穫できた喜びを感じたり、自信をもっ
　たりする
・収穫する喜びを保育者や友達と一緒に味わう

15 収穫した柿の形や大きさ、数に面白さを感じる 3
・柿の実の大きさに違いがあることに気付き比較する
・手に持って重量を感じる
・形状を不思議に感じる

・気付いたことや感じたことを言葉で表現する
・匂いを嗅ぐなど今までの経験から予測して行動する

・他学年の活動に興味をもつ
・他学年の活動に安心して関わる

16 園庭の朝顔で色水をした後ゴーヤでも色水を作ろうとする 3
・朝顔（自然物）で色水が出来ることを知る
・袋に入れて水がこぼれないように揉む、すりこ木で力を加減してつぶすなど指先
　を使う

・朝顔で色水が出たことを経験し、ゴーヤでも揉めば出ると考え試す
・体験からゴーヤでもできるかもと試したり色が出るまで繰り返し遊ぶ
・保育者のしていることを見てまねをして挑戦する
・自分の思いを保育者に伝え実現しようとする

17 園庭で落ち葉を拾って、いっぱい集める、いろいろな形を喜ぶ 3
・いろいろな形の葉があることに気付く
・葉の色が変わっていることに気付く
・たくさん集めたい（量を認識する）、友達と比べる（自分の方が多い）

・どのあたりに行くと葉が落ちているか経験的に知っている
・葉の形を言葉にして伝える（長いはっぱだよ）
・出会う友達や保育者に葉を見せて、自慢する（長いはっぱだよ、いっぱいあるよ）

・友達と一緒に三輪車の速度を合わせてこぐ

18 落ち葉で足湯を作ろう 3
・園庭の色付いた落ち葉に興味をもつ
・用具の使い方が分かり、落ち葉を集める
・身近な遊具で囲いを作り、落ち葉を入れて遊びの場を作る

・身近な環境を見立てて遊ぶ
・フカフカにしていくためには、落ち葉をたくさんいれたほうがよいと考える
・落ち葉の感触を楽しむ
・感じたことを言葉にして表現する

・保育者や友達と一緒に動くことを楽しむ
・面白い、楽しいと思ったことを満足するまでやってみる

19 雨上がりの散歩で自然物の特徴を捉え、感じる心を育む 3
・水滴をたくさん手の甲に移そうとし、移し方を繰り返し変えて試す
・水滴を弾く葉、落ち葉の色や状態、曲げても破れない枯れ葉などと特徴を捉える

・泥や水の混じり合う性質や水の蒸発に関心を向ける
・落ち葉の様子から見立てたりストーリーを作ったりする

・落ち葉の色や綺麗さを捉え、他者と共有しようとする

20 保育者や友達と冷たい物・場探しをして季節の変化に気付く 3
・季節の変化による身の回りの場や物の温度変化に気付く
・日向と日陰の温度差に気付く

・日向と日陰の地面の温度を比べるなど気付いたことを確かめてみる
・経験を活かし自然の変化について考える

・友達の気付いたことを受け止め自分なりに考えたことを伝える

21 友達と同じような腕時計を作りたい 3

・友達が画用紙で作ったものを時計に見立てていることに魅力を感じ模倣しようと
　する
・模倣するために、何が必要で、どう構成すればいいか考える
・細い紙を左腕に巻き付けることができても、右手で押さえていないと開いて
　外れてしまうことに気付く

・右手で押さえていると、セロハンテープが切れないため、机や口等で押えること
　を思い付く
・机に腕を付けたまま口で押さえると、何も見えなくなることに気付く
・保育者に頼んで押さえてもらい自分のやりたかったことが実現できる、丸い
　画用紙を貼り「できた」とつぶやく（達成感、満足感を表現している）

・いろいろ試してみた上で自分だけでは難しいと思い、近くにいた保育者に手助けを
　求める
・片付けの際には、腕時計を丁寧に腕から抜き取り、大切にカバンにしまう

22 収まりの悪い絵本をあきらめずに絵本バッグに合うようにしまう 3
・絵本袋と絵本が平行にならず、収まりが悪い状態とよい状態があることに気付く
・床の上で座ると絵本を絵本袋に入れられることに気付く

・絵本袋に絵本を入れようとするが、平行にならず再び取り出したり入れたりする
・絵本を縦にしたり横にしたりなど、自分なりに試す

・袋の形が分ると床の上で袋を広げ、絵本を袋と平行に入れようとする
・最後まで自分一人で絵本を収め、表情が笑顔になる

23 アオムシを作り動かして遊ぶ 3
・セロハンテープの扱いが分かり、用途に合わせた長さを切る
・必要な接合部分にセロハンテープを使って貼る
・これまでに経験した方法を使い、ペープサートやお面を作る

・アオムシになりきったり、つもりになったりして遊ぶ
・自分が思い付いたことをやってみる

・保育者が見守る中、安心してやりたいことを楽しむ
・同じ場にいる友達となりきって遊ぶことを楽しむ
・やってみたいことに自分から関わっていこうとする

24 身近な素材でピザを作って遊ぼう 3
・ハサミを扱う技術がある
・筆の扱いが分かり、絵の具で型に合わせて塗る
・ノリの扱いが分かり、切った紙を貼る

・イメージをもって切った紙を貼ったり、色を塗ったりしてピザを作る
・紙を切る長さや絵の具の量を考え、ピザを作る
・ピザのイメージをもって作ることを楽しむ

・紙を細かく切る
・友達と一緒にピザ作りを楽しむ

25 固定遊具の三角キャビンへの挑戦 4

・固定遊具（三角キャビン）のロープを離さずに握り、腕の力で全身を支えて引
　き寄せながら、丸太の斜面を登る
・足先に力を入れて滑らないように登る
・遊ぶ際の力加減やコツが分かる

・何日も繰り返し挑戦し、少しずつ登れる段が増えていくことを次の意欲につなげ
　て諦めずに取り組む

・固定遊具（三角キャビン）に登り始めた友達を見て、「自分は見ている」と言っ
　ていた幼児が、12日後に「三角キャビンに登るの」と言い、下から2段目まで登る
・友達の姿から自分もやってみたいという気持ちをもつ
・保育者に認められたことで意欲につなげて挑戦する

26 ボールがバスケットゴールに入るようにいろいろと試す 4 ・ボールを投げる、蹴る、転がすなどの動きを様々に行う
・バスケットゴールに入るように考える
・上や下、離れたところから投げる
・バスケットゴールの網の下を絞るように握る遊び方を考える
・ボールが３つたまったら握っていた手を離す遊び方を考える

・一つのバスケットゴールを共有して使うために順番に投げる
・友達が考えたことを受け入れ、面白さを共有する

27 友達とのコマ回しで、コマが階段を下りることを試す 4
・コマを平面で回すことができる
・コマが階段状にした場で回せることが分かる
・コマが下まで行くにはどのように場を変えたらよいか、コマの動きから気付く

・めあてに向かって、コマを回してみる
・コマの動きに合わせて積み木を組む、という試しを繰り返す

・簡単なめあてを共有して、試して遊んでいる
・一緒に遊んでいる友達の動きを見て、相手の動きの意図を理解し、受け止めている

28 お家にエレベーターがあったらいいな 4 ・実体験の中で気付いたことを遊びに取り入れる
・生活の中で数字に気付き、エレベーターのボタンを再現する

・保育者と一緒に積み木を構成してエレベーターを作る
・エレベーターのボタンに見立てた材料を選び、遊びに使うものを作る
・エレベーターのイメージを膨らませ、ごっこ遊びとイメージを重ねて楽しむ

・友達とのやりとりや部分的にイメージが合うことを楽しむ

29 ダンゴムシのお家を作って飼ってみよう 4 ・ダンゴムシの育て方を知る
・ダンゴムシの成育環境について知る

・ダンゴムシにナスのへたを入れ、食べるかどうか試す
・ナスのへたに群がるダンゴムシの様子を見て、想像したことを言葉にして表す

・生長を楽しみにして世話をする
・生命を感じる

30 蟻を見付けて興味をもち観察をする 4 ・アリが餌を運ぶ動きを見て、穴の大きさに合わないと餌が入らないことに気付く
・図鑑で得た情報とアリの動きを合わせて考える
・考えたことを言葉にする

・身近な生き物への関心を高める
・自分なりに考えることの楽しさを感じる

31 生き物コーナーをきっかけに虫を調べたり気付いたりする 4
・セミの生態をよく観察し種類があることに気付く
・図鑑で調べると虫の名前が分かることを知っている
・これまでの経験から地域の図書館を利用するとよいことが分かり親子で調べに行く

・玄関のセミと比べて触角や形の違いに気付き、セミに種類があることに気付く
・セミの種類を調べて、友達と一緒に種類で一覧にした展示物を作ろうとする

・興味をもったことに探究して調べたり、分かったことを書いたりする
・調べて分かったことを友達と共有しようとする
・友達が興味をもったことに自分も関心をもち関わろうとする
・分からないことは友達や保護者と一緒に調べようとする

32 身近な自然物で色水ができたよ 4
・ビニール袋に身近な自然物の花を入れて振ると、水の色が変わることに気付く
・ビニール袋に身近な自然物の実を入れて潰すと、香りがすることに気付く

・他にも身近な自然物の葉や花を入れて香りを試す
・発見したことを教師に伝え共感してもらうことを喜ぶ
・もっとこうしてみたいという気持ちをもつ
・友達が楽しそうに作っている様子に興味をもち、自分もやってみる

33 友達の言葉で気付き、水の量を調整をして色水を作る 4 ・色水を作るときの水の適量を知りながら色水を作る
・色水を作るときに適量の水を使うと色がよく出ることに気付く

・友達の水の量が多いことに気付き知らせたい気持ちをもち、聞こえるように
　つぶやく
・友達のものと見比べて、自分のものとの違いに気付き考える

・友達の行動も気にしながら自分の色水を作る
・友達のつぶやきを聞き自分のことと気付き、生かして作る

34 大量に収穫できたピーマンを数えてみよう 4
・「100個あるかもしれないよ」と大量に収穫できたピーマンを見て言う
　（数への興味）
・「数えてみよう」とピーマンをテーブルに横並びにする

・「100個あるかもしれないよ」と言い、栽培していたピーマンが大量に収穫できた
　ことを喜ぶ
・テーブルの端まで並べられると、「同じように下に並べると一緒になるんじゃ
　ない？」と法則性に気付く
・100個という予測を超えたとき、喜び驚く

・みんなで数を数えてみる

35 とっていい「５」の数をオシロイバナを数えて確かめる 4
・オシロイバナが咲き終わるとしぼむことを知り、咲いている花と見分ける
・数を数える

・手に乗せたしぼんだ花がとっていい５個なのか確かめたくて数える ・自信のないときや分からないときは誰かに聞いて解決しようとする

36 収穫した赤かぶの味噌汁を味わう（葉と赤カブの違い） 4

・自分たちで世話をし収穫した野菜を味噌汁にして飲む経験をしているので、
　自分たちで世話をし収穫した赤カブの葉を食べることに期待をもっている
・保育室でカセットコンロを使って鍋で煮て、鍋の蓋を開けると、白い湯気が
　上がり子どもたちから「わーっ」と声が出る、「いい匂い！音楽聴いたから
　じゃない」と待っている間に、おいしくなるように楽器遊びをしていたことと
　関連付ける
・「カブの色が赤からピンクになった」「紫にも見える」など、煮えた赤カブの
　色の変化や匂いの違いにも気付く

・プランターの赤カブの様子に「大きくなってきた」「葉っぱがギザギザしてき
　た」と言うなど、形や大きさに気付き、生長を喜び期待している
・赤カブを抜いた後、土の中で育っていた赤かぶの形や大きさに気付き、「これ、
　髭があるね（根）」「細長いよ（実の形）」「これは、真ん中で大きい」「ほん
　とだ」と言い友達と見せ合い、言葉で表現している
・自分たちで洗った赤カブを担任が目の前で切り刻むと「シャキシャキ言っている
　から、おいしいんじゃない」「きっとおいしいと思う」と会話をする

・気が付いたことを友達と共有し、伝えることを楽しんでいる
・味噌汁を飲んで、「おいしい」と言ったり、笑顔になったり、味噌汁の中の葉や
　赤カブをよく見ながら食べたりしている
・野菜が苦手な幼児も、みんなで食べる楽しい雰囲気の中で食べられたことが自信
　となり、次も食べたいという意欲につながっている
・味噌汁のおかわりを２～３杯飲み意欲的である

37 影絵劇鑑賞後、自分の影に興味をもち友達と影の形を楽しむ 4

・影絵鑑賞で光で影ができることを知る
・戸外の光でも影ができることに気付く
・自分が動くと影が動くことを知る
・友達の影と重なると予想外の形ができることを知る

・体を動かして影の動きを楽しんだり様々な形を作り出そうとしたりする
・友達の動きを見たり動きに応じたりしながら一緒に影を作り出す

・影の面白さを十分に味わう
・保育者や友達の言葉や動きに関心をもち面白いと思ったことを受け入れて遊ぶ

38 柿を採る方法を考えて試し、柿を採って喜び、個数を数える 4 ・柿採りに使えそうな道具に気付き使おうとする
・たくさんの数の数え方を知る

・目的（高い場所の柿を採る）に向かって自分なりに経験をもとに考える
・目的を共有し、身体を支えるなど友達に協力する
・諦めずに繰り返し挑戦する
・数を分かりやすく数える方法を知る

【抜粋事例】10事例：事例詳細はホームページからご覧いただけます
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39 ヒマワリの種から関心が広がる 4
・花のあとに種ができることを知る
・種の大きさ模様などに気付く
・種を見て気付いたこと、考えたことを言葉にする

・これまでの経験から、土に埋めると芽が出るのではないかと予測する
・ハムスターが種を食べることを知り、他に食べる動物がいないか考える
・近隣の憩いの森を身近な環境としてつなげて考える
・リスが食べることを知り、身近で食べさせる方法を考える

・ヒマワリの種についての興味が膨らみ様々なことを機器を使用して調べる
・リスにヒマワリの食べを食べさせたいという願いをもち、行動する
・願いをかなえるために、粘り強く待つ

40 学級で簡単なルールのあるドンジャンケンを楽しむ 4
・ジャンケンやその勝ち負けが分かる
・リズムに合わせてジャンケンできる
・勝敗に合わせて素早く動く

・どうやったら勝てるのかどうしたら負けるのかに気付く
・「がんばーれ」と友達と声をそろえて言う楽しさを味わう
・みんなでする楽しさを味えるようになる
・勝ったり負けたりする楽しさを味わう

41 自分で考えたフープリレーを友達に伝えながら遊ぶ 4
・思い切り走る・フープの特徴や遊び方を知っている
・自分の考えを言葉で伝える
・友達の話を聞き受け入れる

・自分で遊びを考える
・自分で考えた遊びを言葉で友達に伝える
・話を聞いたり、やり方を見たりして一緒に遊ぶ

・友達に遊び方を伝えながら友達との遊びを楽しむ
・友達の考えた面白そうな遊びに共感し、一緒に遊ぶことを楽しむ

42 宝とり鬼を楽しむ中で多様な動きや伝え合いを経験する 4 ・相手の動きを見て身をかわす、背後に回りこむなど多様な動きをする
・ルールを守って遊ぶ楽しさを感じる、ルールの必要性に気付く

・相談やトラブル場面で幼児同士で思いや考えを伝え合う
・必要な作戦やルールについて考えたり解決策を見出したりする

・めあてに向かって幼児同士で協力する
・勝敗に伴う感情の起伏や葛藤を自分なりに調整する
・活動に意欲的に取り組む

43 助け鬼で鬼につかまり泣くが、気持ちを立直し再度遊びへ戻る 4
・ルールを理解し、楽しめるようになる
・走る、逃げる、追うなどの体の動きが身に付いてくる

・自分なりの言葉で思いを表現する
・友達が楽しそうに遊んでいる姿を見て、悔しさより遊びたい気持ちが勝る

・自分の気持ちと向き合い、自分なりに気持ちを立て直し、自分から遊びに戻る

44 砂場で山を作りトンネルを開通させるために工夫する 4 ・側面から対角に向かって掘るとよいと予測し見通しをもって穴を掘る
・砂の強度不足で山が崩れたことに気付く

・これまでの経験から得た知識（水を掛けると砂は固くなる）を生かして考えやっ
　てみる
・大変な時には友達の力を借りると判断し声を掛ける

・うまくいかなくてもあきらめず方法を考える
・友達と一緒にやり遂げたことを喜ぶ
・成功し、次の遊びに向かう意欲を高める

45 広告紙をきっかけに店づくりや食べ物屋ごっこ遊びへ 4 ・自分が知っているお店や、カタログを切る

・これなら一緒に遊べそうと友達に同調して遊び始める
・友達との遊びを進めるために次にできそうなことを探す
・自分たちのイメージに合わせて積み木を積んで店構えにしていく
・場にあるとよいものを考え作る

・クーポンの線に沿って切りながら、友達とのたわいもないおしゃべりを楽しむ
・人が集まってくることで面白くなる

46 身近な素材でモルモットを作ろう 4
・遠足の経験から実物の動物に触れ、イメージをもつ
・セロハンテープの扱いが分かる
・イメージにあった材料を選んで作る

・作ったものを使って遊びに必要なものを作る
・イメージをもってなりきって遊ぶことを楽しむ
・セロハンテープを丸めて接合するにはどのように貼ったらよいか考える

・友達や保育者と一緒にモルモットになりきって会話をしながらイメージをもって
　遊ぶ
・友達や保育者の様子を見て興味をもち、自分なりにモルモットを作ったり動かし
　たりして遊ぶ

47 ドングリを使ってレストランごっこをする 4
・量の感覚に気付く　　・ドングリの種類があることを知る
・ドングリを集める感覚を体験する
・様々な材料からイメージに合ったものを選択する

・ドングリから作りたいものを考える
・レストランに必要なものを考え、言葉で伝え合ったり作ったりする
・作りたいもののイメージを表現する

・友達の話をよく聞く
・友達のイメージに共感したり、一緒に作ったりする

48 キノコの歌をきっかけに、キノコを作ってペープサートで表現する 4
・身近な材料を使い、キノコを作り始める
・自分が葉っぱらしいと感じる色や形を工夫し、ハサミや糊を使って切ったり
　貼ったりする

・友達が口ずさんでいる「キノコ」の歌を聞き、キノコ作りを思い付く
・保育者がさりげなく段ボールを立て掛けると「葉っぱを切ってキノコを動かそう」
　と思い付く
・リズムを感じて音楽に合わせて、作ったペープサートを動かしたり歌ったりする

・友達の姿から刺激を受け、同じようにキノコを作り、ペープサートにして動かす
・友達の話を聞こうとしたり提案を受け入れたりする
・同じようなイメージをもって、一緒に取り組む

49 自然物で作った家が壊れるが、考えたり試したりして再度作る 4 ・細い支柱にたくさん草を載せると倒れやすくなることに気付く
・作った家が倒れにくくなるように、場所や作り方を考える
・石のかまどや枝で火を炊く表現などイメージを形にしている

・友達と一緒に作ったもので遊ぶ楽しさを感じる
・友達に考えたことをを伝える
・うまくいくように友達のしていることを応援し、完成したことを喜ぶ

50 地域資源「昭和レトロ館」の活用 4 ・昭和の生活様式や伝統的な日本の食文化に興味をもつ
・公共のマナーが分かり、自分で考えて行動する
・感じたことや気付いたことを友達に伝える
・自分たちが住む街に関心をもつ

・施設の方に親しみの気持ちをもち、関心をもって話を聞く

51 試行錯誤してスライムを作る 4 ・色水をかき混ざるだけではスライムができないことが分かる
・菜の花で作った色水でスライムができるか試す
・様々な材料でスライムができるか試す
・スライムができなくても、諦めずに別の方法で試す

・作り方を本で調べる
・友達と協力して作る

52 「こうしたい」を保育者と一緒に達成する 4
・やりたい気持ちを表現する
・自ら作り出す面白さを味わう

・自分で作ったものを生かす経験をしている
・言葉で自分の気持ちを表出する

・相手とのやり取りで心地よさを味わい発想が生まれる経験をしている
・「こうしよう」と思い付いたことを相手に伝え、そこから次が生まれる経験をしてい
る

53 小学校との使用時間の関係で使えるスペースが少なく鬼ごっこをするスペー
スが一つしかない。何鬼をするのか決めよう

4
・校庭が使用できる時間や、使用できるスペースが分かっている
・何鬼をして遊ぶかを決める時に「人数が多い方（多数決）」「ジャンケンで
　決める」などの方法を知っている

・二つの鬼遊びをするには場所が狭いため、一つの鬼遊びに決めようとする
・自分の考えを言葉で伝える

・自分は「〇〇鬼」がしたいが、みんなで遊びたい思いもある
・友達の「増やし鬼の後に、氷鬼をするのはどう？」という考えを聞いて、同意する

54 4歳児が日頃の5歳児の姿をまねて自分たちで司会をする 4 ・朝、体操をすることが分かり自分から参加する
・司会の言葉や動きが分かり行動する

・朝、体操を進める方法を考え、よりよい方法として司会を思いつく
・司会は当番がするとよいと考え友達に伝える
・当番の幼児は司会をすることを受け入れ、日頃の5歳児の様子をまねて言葉を言う
・問い掛けに対して答えたり、思ったことを言葉で伝えたりする

・自分たちが年長者という意識をもち、張り切って司会をする
・年少組を受け入れ一緒にしようという気持ちをもつ
・友達と一緒に司会をしようという気持ちをもつ

55 試したり工夫したりして空き箱等での浮く船を作り上げる 4 ・自分の経験してきた技能を生かし、ある材料を使って船を作る
・実際の体験から、水を吸う・沈む・浮くなど材料の特性を知る

・せっかく作った船が沈んでしまった原因を考える
・考えたり周りの様子を見たりしてそれぞれの材料の特性に気付き、再度作る

・沈んでも諦めず、再度自分で船作りに挑戦する
・同じように沈んだ友達を励ましたりアドバイスをしたりする

56 電車が曲がるように連結電車を作ってみよう 4 ・用具や素材を使って必要なものを作る
・作り方が分かり、自分で作る

・試したり工夫したりして作る
・自分の思ったことや感じたことを言葉にして表す
・遊びに必要なものを使い、場を作って遊ぶ

・自分のやりたいことを実現する
・友達のしていることに興味をもち、やってみたい気持ちをもつ
・友達に作り方を教えて一緒に遊ぶ

57 ハロウィンのイメージで必要なものや家作りをする 4

・ホール入り口のカボチャなどの飾りや保育者の読み聞かせから、ハロウィンを
　遊びに取り入れようとしている
・絵本から得たイメージをジャックオランタンやキャンディーを作ることで具現化
　している

・「ハロウィンだから特別なキャンディー作っちゃう？」「すてきなキャンデーが
　いっぱいだね。こんなものに入れちゃう？」との保育者の言葉掛けや材料の提示
　により、「いっぱい作ろう」「もっといっぱい作っちゃおう」と意欲が高まる
・キャンディーなどを作っているうちに想像力が広がり、遊びに必要なもの（家、
　看板）を考えながら作り足している

・友達が作っている姿に興味・関心をもち、自分もやってみたいという思いをもち、
　自ら遊びに加わっている
・友達とのやり取りを通して、ハロウィンの世界を楽しんでいる

58 カブトムシを観察しながら本物らしいカブトムシを作る 4
・身近な材料でカブトムシを作る
・実物のカブトムシを見たり触ったりしながら関心をもつ

・気付いたことを言葉で表現する
・友達の刺激を受け、工夫しながらカブトムシを作る

・友達の気付きを受け入れる
・生き物への親しみをもつ
・身近な昆虫への興味・関心を広げ、好奇心や探究心をもつ

59 絵具の混色に気付き、落ち葉作りを楽しむ 4 ・園庭の木々の葉の色付きに気付く
・絵の具で混色した色の違いや濃淡の違いに気付く

・絵の具の色を混ぜ合わせながら、色の変化の様子を言葉で表す
・絵の具の混ぜ方を工夫しなががら、色が変化していく様子を楽しむ

・友達同士で発見したことを伝え合う

60 友達とハチを作りハチごっこをする 4
・ハチの形態に興味・関心をもつ
・図鑑で詳しく調べて知識を得る
・作ったハチを動かして遊び、ハチの動きや生態に気付く

・ハチやハチの巣を工夫して作る
・二人で同じハチを作り、こうしたいという気持ちをもつ
・友達とアイディアを出し合いながら遊びを進める

・役割を分担して協力して作る
・ペーパー芯の形の面白さを生かす
・ハチの巣を作りたいという目的をもって作り上げる

61 セロテープの接着方向による作品の強度の違いに気付く 4 ・セロテープを何度か使って接着の方法をいくつか知っている
・考えを認めてもらう喜び、役に立っていることを感じる

・友達の様子を見てよい方法を伝える
・友達に伝わるようにやって見せる

・できなくて困っていることを言葉で友達に伝える
・友達のアドバイスを聞いて、試してみようとする
・試行錯誤の末、人形が頑丈になりうれしいと感じる

62 ドングリがどうしたらうまく転がるか考えたり試したりする 4 ・坂道で隙間があってもドングリがジャンプして転がることに気付く
・イメージした仕組みを材料を工夫して作る

・振動や風で転がり方が変化すると予想し試す
・考えたことを自分の言葉で表現する
・転がる仕組みに興味をもち、積み木を転がして試す

・根気よく試行錯誤し諦めずに取り組む
・友達から刺激を受けて取り組む
・友達と同じ目的に向かって一緒に取り組もうとする

63 巧技台に上がってジャンプしたい友達を手助けする 5

・巧技台の扱い方によっては危険なことを知る
・マットを敷くなど安全な遊び方を知っている
・階段状に物を置くと高いところに登れることが分かる
・忍者になってジャンプの修行をする（跳び下りる）

・自分のしたいことを言葉で仲間に伝える
・やり方が危険なことが分かり、よい方法を考えて言葉に表す

・友達のこうしたいという思いを受け入れ、力になろうと考える

64 運動会のタイムトライアルの種目や時間設定を決めて取り組む 5
・モニターを見て、時計の時間が減っていくことが感覚的に分かる
・様々な運動に挑戦し、体の動かし方を習得する
・共通のルールの理解や設定を知る

・運動会のタイムトライアルにどのような種目や時間がいよいのかを考える
・自分の考えを友達に分かるように伝える
・友達の言うことを聞いて考えたり答えたりする

・友達と一緒にクリアしたいという気持ちをもち取り組むことを楽しむ
・クリアするために何をしたらよいかを考え苦手なものに取り組む
・時間設定について友達と自分の考えを伝え合い、折り合いを付ける

65 苦手な鉄棒や二輪車に友達と支え合いながら繰り返し挑戦する 5 ・鉄棒の前回りや自転車をこぐコツを体験して知っている
・友達の方法を見てまねをしたり、自分なりの方法を考えたりする
・教え方を相手が分かる言葉や動作を考えて伝える

・友達の頑張る姿を受け止め互いに励ましたり支えたりする
・毎日、自分なりに目当てを高めながら繰り返し挑戦する

66 大きなシャボン玉を作るために必要な材料やシャボン玉液を考える 5
・いろいろな材料を使って試す中でシャボン玉を作るのに適している材料を見付
　けていく

・家庭で炭酸飲料をどこで購入するか、どのような種類があるかなど、見たこと、
　経験したことをもとに考える

・知っていること、考えたこと、こうしたいと思うことを友達や保育者に伝え、実現
　していこうとする
・うまうできなくても再度取り組み、成功させようとする

67 友達と楽器遊びをしながら曲を作ることを楽しむ 5
・いろいろな楽器を扱う
・いろいろな楽器の名前を知る
・楽器の鳴らし方が分かる

・繰り返し楽器を使って遊びながら、きれいに鳴るような鳴らし方を知る
・自分の考え、表現を伝えるために必要な行動を起こす
・曲に合わせて自分なりに考えて音を鳴らす

・小学生に鳴らし方を教えてもらったやり方で自分も取り組む
・友達のしていることを受け入れる
・友達と曲を作る
・友達や保育者を呼び、演奏を聞いてもらう

68 楽器や知っている曲で、演奏が次第に合わさり仲間とつながって 5

・音楽に合わせて心地よいリズムを打つことができる
・楽器に触れる経験を重ねており、扱いを知っている
・これまでの経験で歌を歌う心地よさや、ダンスを一緒に踊る楽しさ、リズムや
　音が仲間とそろう心地よさや楽器を奏でることの楽しさを知っている

・一人一人が思い思いに表現しつつも、周りの友達の状況から、考え工夫している
・それぞれの工夫したことが結果的に、合奏になる

・言葉を交わさなくても、友達の動きに応じて、相手の思いを感じ取り、自ら
　リアクションを起こしている
・友達、人と関わる楽しさやよさを感じている

69 材料や音を考えながら様々な音の出る楽器作りをする 5 ・ガムテープなどを扱いながら、考えた形になるように作る
・物や叩く物によっても出る音が違うことに気付き、繰り返し試す
・音楽や友達の姿に合わせて音色やリズムを楽しみながら演奏する

・「こういうものがほしい」「もっとこうしたい」と考えながら遊びを進める

70 考えを出し合って劇のストーリーを考える 5 ・花の匂いをかいだり、虹を作ったり、絵本を読んだりした経験を思い出す

・自分の考えやイメージを言葉で伝える
・観た人がどう感じるかも考える
・相手の考えに触れ自分なりに考えたり自分の考えを伝えたリする
・新しい考えに触れ、考えを改めたり取り入れたりする

・共通の目的に向かい話し合う
・相手の話を聞き自分の気持ちを調整して折り合いを付ける

71 遊園地の乗り物、どの順番で回るのかを決める 5

・遊園地内の地図を見て「入り口から近いから○○から最初に乗ろう」「その次
　は○○にしよう」と、地図と乗り物の関連性から順番を考えていく（効率のよ
　い回り方を考える）
・担任が用意してあった乗り物の名前を書いた紙を使って、考えを共有する

・同じグループの友達４～５人と乗りたい順番を考える
・順番について友達と話し合う
・友達に分かるように理由を付けて提案する
・うまく回れそうにないことが分かった時に、紙を動かしながら考え直すことでグ
　ループのみんなが分かって考えている

・友達が話していることを聞く
・遠足に行くためにグループの友達と一緒に考えようとする
・友達の話にうなづいたり意見を言ったりする
・自分たちで考えた回る順番の紙を持って「次はこっちだ」と自分たちで回る

72 友達と一緒に考えながら積み木迷路を作る 5
・積み木の使い方について気付く(積み木同士の間が空きすぎていると、踏んだ時に
　動いてずれること)
・自分たちの遊びに人を招くときは、分かりやすい掲示がある方がよいことを知る

・実際に跳んだり歩いたりしてみて、ちょうどよい場所がどこなのかを試したり、
　必要な物について考えたりしている

・友達との意見の食い違いがあるが、目的に合わせて友達と考えを出し合って調整する

73 お店屋さんで客に渡す景品を何個用意すればよいか考える 5 ・人数とものを比べて数が足りないことに気付き作ろうとする ・経験から客の数と魚の数の〇で書いて数え、比べて足りない数を考える
・友達の言葉や考えを聞き一緒にしようとする
・客を呼びたい気持ちからたくさんの魚をみんなで協力して作る

74 友達と同じイメージをもちながらショーを進める 5
・経験を生かし用具や材料を選んで衣装、マイク、ステージ　ペンライトなどを作る
・マイクやステージなどイメージに必要なものを用意し実現しようとする
・音楽に合わせて歌ったり踊ったりする

・考えたことや気付いたことを自分たちで実現しようとする
・音楽に合わせた踊りを考えたり、友達と動きを合わせたりしようとする

・遊びの仲間という意識をもちやりたいことの実現に向けて遊びを進める
・やり終えた後に、友達と一緒に充実感を味わう

75 ３，４歳児を招待する店ごっこの乗り物コーナー、グループで話し合って 5 ・一人ではなくグループの友達と一緒に活動を進める方法を知る
・考えや思いを表現する方法（言葉・絵・タブレット画像）について知る

・友達の考えを聞き目的達成のためによりよい方法を決めて取り組む ・友達の思いや考えを受容しながら話し合う

76 協同製作「遊園地」アニマルタッチの場を相談して製作する 5
・心に残った動物との体験を再現するため、様々なものを使って作成する技能、
　材料を選定する知識がある
・動物園で見た経験を基に看板の絵や文字を決めて描く

・動物園で体験したイメージに近付けるための材料や方法を考える
・経験から素材（象の鼻を曲げるための針金など）や作り方を試したり工夫したりす
る

・友達と相談し意見を伝え合って見通しをもち、共通の目的に向かう
・一人ではできないことが皆で力を合わせたらできた満足感を味わう
・自分たちの作ったもので人が楽しんだり喜んだりしている姿を見て喜ぶ

77 小学生に憧れ、自分たちもお化けやしきごっこをする 5 ・お化けについて図書資料で調べる
・お化け屋敷を知っていて暗くする

・客を怖がらせる運営の工夫をする
・役割分担をして効率を上げる工夫をする

・お客さんを円滑に楽しませる心配りや試行錯誤をする
・みんなで話し合い折り合いを付けて決定する
・小学生への憧れがある

78 水族館遠足の共通体験をもとに、友達と一緒にアシカショーをする 5
・身近な材料をや用具を使って、アシカショーを再現しようとし、自分なりに
　工夫して遊びに必要なものを作る

・アシカらしい動きを考えて自分なりに表現し、認められる嬉しさや満足感を味わう
・アシカショーという共通の目的に向かい、どのようなショーにするか友達と話し合う
・年下の幼児に対して優しく思いやりをもって関わったり、相手の言動を認めたりする

79 遠足後にグループで遊園地ごっこに取り組む 5
・段ボールの加工（段ボールカッターの安全な使用、段ボールの強度を考えて扉の
　場所など考える）
・乗り物の動かすときの力を加減したり、調整したりする

・自身の経験から再現しようとする
・園内で再現するための材料の選択をする

・グループで協同して製作する中で、意思の伝え合いや折り合いを付ける
・アトラクションを再現するための今までの経験を生かしたアイディアがあり工夫して
　いる

80 友達と考えを出し合いながら遊園地ごっこの汽車作りをする 5 ・布ガムテープを手で切る
・台車、ブロック、段ボール、ガムテープ等で、汽車を作る

・壊れたドアを見て、他の材料で作ればよいことを考え、提案する
・重くて困ったときに助けを求める

・友達のよい提案を受け止め合う
・重くて困っている友達の声を受け止め、助けようとする

81 ロボットを友達と作る 5
・作りたいロボットのイメージに合った素材や貼り合わせるための接着材料を選ぶ
・手足など、左右対称の物は同じ形の空き箱を選んだ方がよいことが分かる
・立体物を貼り合わせるための接合の仕方が分かる

・自分の考えやイメージを言葉で友達と伝え合う
・作ったものを立たせるにはどのようにしたらよいか考え、材料を選んだり、組み
　合わせ方を考えたりする

・友達と試行錯誤しながら、自分たちのイメージの実現に向けてアイデアを出し合
　ったり、力を合わせたりする

82 宝島（巧技台遊び）に4歳児を招待するために試し工夫する 5 ・巧技台を安全に扱い、組み立てることができる ・4歳児が楽しめるように高さや遊び方を考えたり試したりする
・自分の思いや意見を言葉や動作で伝える
・友達の意見を聞き、認めたり共感したりする



83 友達とイメージを共有しショーごっこを実現することを楽しむ 5
・様々な体の動かし方を楽しみながら遊ぶ
・リズムに合わせて表現することを楽しむ
・遊びに必要な文字や数字を（案内・値段）を自分たちなりに書く

・友達と一緒にダンスショーに必要な物や場を考えて作る
・これまでの経験を生かしながらショーの順番や踊り方を友達と相談する

・友達と動きが揃うように相手の動きに対応して動いたり、声を掛け合ったりする
・見てもらううれしさを伝えたり、一緒に遊んでいる友達と喜んだりし、次の活動に
　意欲をもつ

84 ペット屋さんでお客さんに楽しんでもらえるように考える 5
・過去に車を作った際の知識を活用して、ペットの犬作りを行う
・保育者のアドバイスを受けながら、足の高さの調整やタイヤの取り付け方など、
　車とは違うものにタイヤの付ける技能を獲得する

・他学年の幼児に楽しんでもらいたいと「えさをあげられる」「なでさせてあげる」
　など、様々に考える
・「散歩できるように、下にタイヤを付けたらいいんじゃない？」とアイディアを出
す
・友達にタイヤの上手な付け方を伝える

・自分の考えたアイデアを友達に伝える
・友達のアイデアを取り入れてペット作りをする
・魅力的なペット屋さんという共通の目的に向かい、協力して遊びを進めている

85 友達とお店やさんに必要なものを考えて作ったり運営したりする 5
・お店の販売物のクオリティを上げて本物に近付けるために、目的にあった材料を
　使う
・店舗を作るために過去の経験から何を用意すればよいか考えて自分たちで進める

・うまく進められない時に、すぐ担任を頼るのではなく、自分たちで考えてやろう
　とする
・自分たちが運営していることで人から聞かれたときに、相手に分かるように伝える

・進める中で、互いに思ったことや感じたことを伝えて、よさを認めることやより
　よくするために、どうするとよいかを考えられるようになる

86 園庭で見付けた幼虫が今まで知っていたものと特徴の違うサナギになり、
何の幼虫なのかを調べる

5
・図鑑を使って幼虫やサナギを調べてみる
・今まで飼育したことのあるサナギと特徴が違うことに気付く
・虫博士の先生に手紙を出すことを発案し実現させる

・何の幼虫で、何のチョウになるのか考え始める
・Ａ児の考えにＢ児が賛同する
・互いに考えを伝え合う、気付いたことを知らせ合う
・図鑑で幼虫やサナギを調べ、似ていると考えた幼虫の写真から想像する
・経験や知識からの判断、比較、予想などしながら課題解決に向かおうとする
・自分の考えや気付きを友達に伝える

・友達と考えを伝え合ったり気付いたことを知らせ合ったりする
・講師からの手紙、羽化したチョウの模様から「ツマグロヒョウモン」という
　ことが判明し、学級全体に知らせる
・見付けた幼虫に関心をもつ
・何の虫か知りたい好奇心や探究心をもつ

87 カマキリの立場で観察したり調べたりしながら飼おうとする 5 ・カマキリの動き、特徴、目の動きを実物を実際に見ることで気付く
・どこにカマキリの餌になる生き物がいるか推測して探す
・予測通りに見つからないことで、さらに居そうな場を考え予測して探す
・どうしても餌を見付けられないことで、探すのではなく代案を考える

・友達の思いを聞く、自分の考えを伝える
・自分の考えを通すだけではなく相手（カマキリ、年少組）の思い、立場を考え行動す
る

88 ヤモリを図書館の活用や観察などをしながら育てる 5
・ヤモリのことを図鑑で調べる
・分からないことを学校の図書館の図鑑で知ろうとする

・ヤモリを育てるために必要なものを考え棲む環境を整える
・可愛がっているヤモリを遊びの中で製作し同じように可愛がって大切にする

・調べて分かったことを友達や保育者と共有する
・分からないことはすぐに調べて分かろうとする
・友達が興味をもっていることに自分も関心をもち積極的に関わる

89 幼虫への関心を通して探究したり、人と一緒に喜ぶ体験をしたりする 5
・青虫の個体や種類の違いに気付く
・生き物にはそれぞれの暮らし方があることを知る

・気付いたことを伝えたい気持ちをもち、伝える（表現の広がり）
・自分の気付きを共有する仲間をもち、共に喜びを感じる体験をする
・自分の好奇心から他者の考えを聞く
・愛着をもち、最善の関わり方を考えて見出す

90 繰り返しバッタを捕まえる方法を考えながら挑戦をする 5
・自分たちのやり方では捕まえられないことに気付く
・バッタの習性や捕まえるために必要な道具を知り、考えて作る
・分からないことを図鑑やタブレット端末を使って調べる

・虫網では逃げてしまうことに気付き、他の方法を考えたり探ったりする

・うまくいかないことを友達や教師に相談したり一緒に考える
・友達や保育者の考えや図鑑・タブレット端末の情報を取り入れ、諦めずに自分なりに
　考えて取り組む
・調べた上で、必要な道具を自分たちでそれに合ったものを作る

91 トンボ池を作ろう 5 ・トンボが近寄ってくる条件について図鑑や絵本、インターネットで調べ知識を得る
・得た知識を友達に伝える

・調べた知識をもとに土や水草を準備し、水の量などを調整したり、伝え合ったりす
る

・友達と一緒に土や水を運び、完成を喜び合う

92 アリの巣の中を見てみよう 5
・アリは土の中に巣を作ることを知る
・アリの巣はケースが大きく奥行きがあると土が多くて巣が見られないことに気付く

・アリの巣の様子に興味をもち、その様子をごっこ遊びで再現する ・アリの巣のことを図鑑で調べる

93 メダカ池がくさいぞ　かいぼり大作戦 5
・身の回りの環境の変化に気付く
・池の生き物の生態を知り種類ごとに分けておこうとする
・かいぼり（水を汲みだし砂利を取り出して洗い乾かしてから水を入れる）を経験する

・池がくさいことに気付きどうすればよいか友達とともに考える
・自分の気付きを友達や先生に伝えようとする
・自分の考えを認めてもらう喜び、役に立っていることを感じる
・新たに出てきた問題（ハトにねらわれる）の解決策を考える

・身の回りの環境に自分から関わろうとする
・自分たちのメダカ池を大切にしようとする生命尊重の気持ちをもつ

94 絵の具の色水（ジュース）から、花や葉のジュース作りへ 5 ・用具の扱い方を知る
・自然物から色が出ることを知る

・自分なりのイメージを膨らませて遊ぶ
・ごっこ遊びを通して人とのやり取りを楽しむ
・これまでの経験を生かして遊ぶ
・本物らしくしたいという思いをもち、自分なりに試す
・友達と喜びを分かち合う

・新しいことに自らやってみたいという気持ちをもつ
・難しいことにも諦めず根気強く取り組む

95 草花を使って色水作りを楽しむ 5

・四季折々の草花の種類を知る
・用途に応じた道具の用具の使い方が分かり効果的に使用する
　　（ナイフ、すりこぎ、じょうご、茶こし、ペットボトルなど）
・自然の面白さ不思議さ美しさに気付き発見を楽しむ

・遊びに使っていい花を判断しながら身近な自然を遊びに取り入れる
・水の加減や花びらの種類など、予想をたて、確かめ、繰り返し試す
・気付いたことや発見したこと、感じたことを伝え合う

・面白がって主体的に環境に関わる
・意欲をもち根気強く取り組む
・友達の考えやしていることのよさを認めたり刺激を受け取り入れたりする

96 栽培物に水遣りをしながら成長の違いに気付く 5 ・ダイコンやニンジンの世話を通して、成長の違いに気付く
・気付いたことや自分の考えを相手に言葉で伝える
・目の前の出来事をこれまでの自分の経験を生かして予測し、考える

・自分なりに問いに答えようとする

97 グループでヒヤシンスの水栽培をしよう 5 ・栽培経験から球根は土の中と同じように暗くすると育つということを知っている
・段ボールを組み合わせて箱型にする、扉になるように切り開く

・段ボールの色が茶色であるため、黒色の画用紙を使うと暗くなると予想して作る
・水を替える時に便利な方法を考える

・友達の考えたことを聞いたり、受け入れたりする

98 キュウリの味が太さで違うのかと興味をもち、食べ比べをする 5
・栽培したキュウリを収穫する際に、キュウリの太さや長さなど野菜の生育の
　違いに気付く
・大きさにより味が違うことを聞き、試してみたいと思う

・担任の「大きくなりすぎると、あまりおいしくないかもね」とのつぶやきを聞き
　太さの違うキュウリを食べ比べる、どちらが美味しいか試す、比べる
・味の違いをを言葉で表す　細いキュウリを食べて「キュウリの味がよくする」
　「どちらの味も変わらない」

・大きさにより味の違いがあることを聞き、「なんで？」「食べてみたい」と興味をも
つ

99 園庭の葉っぱや石で人形作りをする 5 ・チラシを見てマツボックリでフクロウが作れることを知る
・葉っぱを使って鳥を作ることを思いついた

・園庭でマツボックリが見付からない時に、葉っぱを使って鳥を作ることを思い付く
・葉っぱを鳥に見立てて構成し作成する

・チラシを見て刺激を受け自分もやってみたいと思う
・マツボックリ探しに友達を誘い完成した鳥を友達に見せる
・友達の見せてくれた鳥をまねて自分も作る

100 友達と一緒に水栽培カバーの形を工夫して作る 5
・経験したことから、平面をつなげると立体になりそうだと気付いている
・光の入らない箱を作るための方法を考えている

・目的に合わせて実現するための方法を考えたり、試したりしている
・相手の考えに触れ、受け入れている

・友達の考えを受け入れながら、同じ目的を共有して取り組んでいる
・友達と一緒にやり遂げ、達成感をもっている

101 材料を工夫しながら面白いドングリ転がしのコースを工夫して作る 5 ・空き箱、色画用紙などから自分で必要な材料を見付け出して、立体にしていく
・これまでの経験を生かして素材をうまく使って恐竜の突起部分を作る

・平たい箱の中に、お菓子の空き箱にある仕切りを生かしてコリントゲームを作る
・細長い四角い筒状の箱でコースのようにつなげて立体を作る
・恐竜の背中のようにでこぼこにし、ドングリを恐竜の頭から背を通ってゴールに
　落とすコリントゲームに挑戦する（ドングリの落ちていく道筋を考えたり予測し
　たりする）
・友達に、面白さや作るときに工夫したところを説明する

・近くで作っている友達の面白さを認めたり、そこからアイデアをもらってさらに
　工夫しようと繰り返し挑戦したりする姿勢
・できたという成功体験から、自信や続けてやってみようという意欲をもっている

102 描画に身近な草花で着色してみよう 5
・自分たちで育てた花や園庭に咲いている草花を画用紙にこすり付けることで
　色が出ることを知る
・草花だけでなく、実からも色が出ることを知る

・サインペンを用いて草花をスケッチする、ハートマークなどの自由な形を描くな
　ど自由に表現している。
・園内にある自然環境から着色できそうな草花を探し、試行錯誤する
・同じ色であるように見える種類の草花でも、色が微妙に異なることに気付き、そ
　の理由を考える
・濃淡を出すためのこすりつけ方など、イメージに沿って創意工夫しながら
　取り組む

・友達と語らいながら、知識や技能面を共有したり出来上がった作品を共に喜び
　合ったりする

103 4歳児に種まきの仕方を教えながら一緒に種まきをする 5 ・地域の方から教えてもらった種のまき方を思い出してやってみる
・適当な深さにまき、優しく土を被せることができる

・教えてもらったことを年下の友達に分かりやすく伝えようとする ・4歳児の困っている姿に気付き、種を分けて一緒に種まきを楽しむ

104 虹に興味をもち友達と表現する 5
・虹に興味をもち図鑑で調べる
・ホースの水で虹を再現しようとする
・絵本の読み聞かせをきっかけに虹色のサカナを描く

・歌の歌詞から虹の向こうにあるのものをイメージし伝える
・OHPで色が重なるときの変化に気付き、繰り返し試す
・友達と「にじいろのさかな」をOHPで表現する

・友達と同じ興味をもち一緒に考えたり工夫する

105 自分たちでチーム分けを考えサッカーを楽しむ 5 ・チームに分かれて遊ぶことを提案する
・チーム分けをすると一人余ることに気付く

・同じ人数にするためにはどのようにしたらよいか考える
・審判やゴールキーパーを提案する

・周りにいる友達に声を掛け、遊びを進める

106 新聞ゲーム後にたたんだ新聞の大きさへの気付き 5

・降園前の学級での新聞ゲームのルールが分かる（二人一組になり、保育者と
　ジャンケンをして負けたら半分にたたみ、新聞から出ないように協力する）
・身近な新聞を用いて、図形や数量の概念について遊びを通して学んでいる
　片付けの際に、２人が交互に新聞をたたんで保育者に届けると、４分の１サイ
　ズ、８分の１サイズ、16分の１サイズが返ってきた
　保育者が実演して見せると、16分の1サイズになったのを見て、「あー、そう
　いうことか」と言う

・負けるたびに小さくなっていく新聞からはみ出さないように、二人で体を合わせ
　たり、つま先立ちしたりしながら遊ぶことを楽しむ
・自分一人ではなく、友達と考え合うきっかけとなっている
・幼児は頭の中の概念だけではなく、実施の動きを通して理解している

・友達と一緒に取り組みながら、喜びを共有したり、相手の考えやよさに気付いた
　りする機会となっている

107 鬼ごっこ「ことろことろ」で鬼に捕まらないように考える 5 ・トリ役（鬼が捕まえる）が前方の方が鬼の手が届きにくくなることが分かる

・チームの並び順を考える
・作戦の話し合いで決めたことを試す
・鬼の動きを見たり友達の動きに合わせたりしながら動く
・どのようにしたら勝てるかを、鬼の動きや自分たちの動きから考える

・友達に考えたことを伝えたり友達の意見を聞いたりしながら、次の手立てを考える
・考えた作戦で勝てたことを友達と喜び合う

108 園庭で見付けた幼虫について調べ、飼うために必要な物を探したり親しみを
もって世話をしたりする

5
・これまでの経験から、虫の幼虫であることに気付く
・図鑑を見て、幼虫を飼うためには必要なものがあることが分かり、探す
　（飼育ケース、キッチンペーパー、ミカンの木を入れる容器、脱脂綿など）

・保育室に虫の図鑑があることに気付き、図鑑を見て何の幼虫なのかを探すことを
　思い付く
・図鑑のイラストと幼虫の画像をよく見比べて同じものを見付ける（アゲハチョウ）
・チョウの色や形に美しさを感じたり、身近なもので表現したりする

・友達と園庭のミカンの葉にいる黒い幼虫が何の幼虫なのか話をする
・学級で飼うという目的を共有し、生き物に名前を付けて、親しみの気持ちを
　もって関わる

109 塩ビ管で作った噴水の水の吹き出し方を様々に試して楽しむ 5 ・吹き出し口をふさぐと水が高く吹き上がることに気付く
・偶然のことから、複数の吹き出し口をふさいだり開けたりすると水の高さが変わる
　ことが分かり繰り返し試す

・友達のしていることに気付き、一緒に操作して遊ぶことで、協同の喜びを感じる

110 身近な素材で船を作って動かそう 5 ・身近な素材や材料の特性が分かり、自分で選んで使う
・水に適している素材が分かる

・自分なりの予測をたてたり、めあてをもったりして遊ぶ
・繰り返し試したり、工夫したりして遊ぶ
・友達の気付きを聞き、取り入れて自分のものを作る
・自分が気付いたことを、周りの友達や保育者に言葉で伝える

・自分の思いが実現する達成感や満足感をもつ
・さらにこうしたいという次への期待や見通しをもつ

111 ビー玉がうまく転がるように工夫してピタゴラスイッチを作る 5 ・ビー玉が転がる速度を考えて廃材を貼り付ける
・ビー玉が転がるように微調整をしながら廃材を張り付ける
・新たな仕掛けを作る

・遊びに興味をもった友達を受け入れる
・遊びに来た友達が喜ぶ様子を見て共感する

112 併設校の展覧会に向けて、異年齢集団で共同作品を制作する
　　　　　　　　　（3年生ー３歳児　2年生ー4歳児　1年生ー5歳児）

345 ・互いに学年に応じた知識や技能を共有し合う
・細かな作業を通し手先の器用さが培われる

・自分の気付きを伝えようとする
・アイディアの表現、作品に反映させる過程で思考力や表現力が磨かれる
・異なる視点をもつ仲間と協力し合い、思いが異なることが分かる

・成功体験を通して達成感や自己肯定感が高まり、学びに向かう意欲が高まる

113 演奏会を聴いた後、楽器を作り、コンサートごっこをする 5
・チェロの演奏を聴き様々な楽器があること、演奏方法を知る
・楽器作りでイメージに近付くよう空き箱を組み合わせる
・テープを適当な長さで切って貼る

・演奏会で見た楽器を作りたいと思い、身近な素材を組み合わせて工夫する
・友達の動きや音楽に合わせて演奏のイメージを楽しむ

・演奏を見て楽器を作ってみたいと心が動き実現させようとする
・友達のしていることを見て自分も作ってみたいと思い作る

114 見通しをもってドングリ転がしを作り、更に面白くしようと試す 5 ・ドングリの形状や大きさによって転がり方が異なることを発見する
・どうしたらゴールまで転がるかを予想してコースを作る
・素材によってドングリが通り抜けたり乗り上げたりすることが分かりより面白く
　するための設置を考える

・自分が気付いたり思い付いたりしたことを友達に伝える
・友達のアイデアを受け入れて自分もまねしてより面白いものを作ろうとする

115 ドングリコマ回し 5
・ペットボトルの蓋の経験からドングリを触れているときに回して遊ぶ
・ドングリに楊枝を刺すときに力の加減や楊枝の違いに気付き替える
・素材や道具の扱い方が分かり操作して作る

・コマがよく回る穴の深さになるように、友達の様子を参考に同じように穴を開けよ
　うとする
・最初は弱いコマ、次に強いコマにするなど、勝つために戦い方を考える
・作ったドングリゴマの中でどれが一番よく回るのか、コマを回して比較する
・振り返りの時間に友達の発表に共感し、自分が気付いたことも発表する

・友達と目的（勝負を面白くする）を共有し、やり取りしながら繰り返し楽しむ

116 切り紙の経験を生かし、窓のある立体の家作りをする 5 ・学級全体で新たな経験をして、紙の切り方や扱い方を知り、理解している
・自分の作りたいもののめあてに向かって、試行錯誤し、以前経験したことを思い
　出し、遊びの中に生かしている
・作りたいもののイメージをもって、次々に作る

・自分の思いを実現するためにはどうすればよいのか考え、諦めずにやってみようとす
る

117 友達にイメージを伝えたり、友達のイメージを聞き折り合いをつけたりする
・好きな恐竜・電車など自分の作りたいものの特徴を表現して作る
・生き物の生態（恐竜の捕食）についての興味・関心をもつ

・自分のしたいことに適した大きさの電車を作る
・生き物の生態からの恐竜の補色関係のイメージを遊びに取り入れる

・相手の気持ち（自分の恐竜を勝手に移動して欲しくない）を聞こうとする
・自分の考え（同じ場所にいたらティラノサウルスに食べられてしまう）を伝えよう
　とする
・相手の考え（食べられるから移動する）に納得し行動を受け入れる

118 安全指導の劇を自分たちで考え、演じることを楽しむ 5
・自分たちが体験した中で必要なことが分かる
・遠足で安全に過ごすために大切なことを考える
・分かりやすく伝えるために必要な言葉や動きを考える

・年中組に安全に過ごすために何を伝えたらよいかを考える
・年中組に分かりやすく伝えるには劇で見せる方法がよいと考える
・劇の中で表現することや見てもらうことを楽しむ

・保育者が演じた安全指導の劇を見た経験があり、自分たちもやりたいと考える
・それぞれが意見を言い、折り合いをつけながら劇を作る

119 外国籍の友達が高鬼の最中に泣き始め、遊びのルールを教える 5 ・外国から来た幼児は、日本語がよく分からないことを知っている
・ルールのある遊び、ルールを共有して遊ぶ楽しさを知っている

・状況から想像し、友達の気持ちや困っていることを予想する
・言葉で相手に分かりやすく伝え、相手の気持ちを確かめる

・どうしてだろうという思いで、探究する
・相手の立場に立つ

120 日本語を母国語としない幼児も一緒にしりとりを楽しむ 5
・相手に伝わる方法を考え、知っている言葉を提案したり伝え方をを変えたりする
・言葉が伝わらなくて困ったときに使えるアイテムを思い出す
・よりよい生活を送るための道具として日頃から使っている翻訳機を使う

・どうしたら友達と一緒に楽しめるのかを考え、諦めず繰り返し挑戦する
・伝えるために、様々な言い方ややり方で伝える
・友達が何に困っているのかを感じ取り、次の手立てを考える
・問い掛けに答えたり思ったことを言葉で伝える

・友達も楽しんで欲しいという気持ちをもつ
・なかなか伝わらない相手も受け入れ、方法をあきらめずに考える
・日本語の単語と英単語を交えたしりとりを成立させる

121 しりとりジェスチャーで知らせる 5
・しりとりのやり方が分かる
・言葉をジェスチャーで表せることが分かる
・しりとりをつなげていくと始めの言葉に戻ることに気付く

・言葉に合わせたジェスチャーを考えたり工夫したりする ・友達が困っている姿に気付き、自分の考えた方法で助けようとする

122 ダンスの遊びで年少児を巡るトラブルを解決しようとする 4,5 ・遊びのイメージに合った場作りをする
・思いや考えを言葉で表現する
・トラブルの解決に向け自分の気持ちや友達が納得する内容を伝えるなど考えて動く

・友達と一緒に踊ることを楽しむ
・葛藤場面を自分たちでどうにか乗り越えようとする
・友達の気持ちに気付き、思いやりをもって関わる

123 遊園地ごっこのジェットコースターで、お客さんに合せた係や対応をする 5 ・遊園地で体験してきた係の人の仕事を自分たちなりに再現する
・友達と必要な係を考え分担したり、交代したりする

・相手に応じて、言葉や伝え方、姿勢を変えないと伝わらないことを体験し、修正
　していく必要性を感じて行おうとする
・伝わりやすい表現を考える（言い方、手をつなぐ、やって見せるなど）

・相手が喜んでくれたことを自分の喜びとして、友達と共有する



124 遊園地遠足後、友達とスカイシップ作りをする 5
・自分たちが今まで経験したことのあることや手法を生かして作ろうとする
・OHPの映り方、動かし方をいろいろと試す

・試して気付いたことを生かしてOHPの画面をつくる
・自分の得意なもの、よく知っているもの、身近なものを製作しようと、友達と話
　し合いながら作り上げる

・いつまでに何をつくるかという見通しをもちながら、友達と相談・協力して最後
　まで作り上げる

125 子どもまつり(お店やさんごっこ)「わんぱくだん」のイメージで 5
・材料、用具を適切に使って切る
・自分の考えを話す
・相手の話を聞いて理解する

・絵本から感じ取ったイメージを膨らませて活動を進める
・役になって言葉で相手に伝えることを楽しむ
・ごっこ遊びを通して人とのやり取りを楽しむ
・本物らしくしたいという思いをもち、試行錯誤しながら製作活動に取り組む

・友達と一緒に進め、やり遂げた喜びを分かち合う
・難しいことにも諦めずに根気強く取り組む
・相手の喜ぶ様子から、自己肯定感や自信をもつ

126 劇作り『いっすんぼうし』を友達と相談しながら一緒に進めていく 5
・友達と共通の目的に向けて自分たちの力で取り組む
・やりたいことを実現するための方法を考えたり、気付いたりする

・劇で使う道具など必要なものを経験したことを生かして作る
・友達と考えを出し合い、オリジナルのストーリーにするなど、様々な表現を楽しむ

・互いに考えを出し合いながら言葉や動きを考えたり、よりよい方法を見付けたりする
・自分たちで見通しをもったり、役割分担をしたりしながら取り組む

127 これまでの経験を思い出し表現活動に生かす 5 ・運動会（先行経験）でも同じだったことに気付く
・これまでの経験を振り返り、今、生かせることがないかと考える
・自分なりの考えを言葉で友達に表現する

・諦めずに目の前の物事と向き合う
・友達と協力し合いながら進める

128 偶然見付けた虫を観察したり調べたりしながら関わる 5
・虫の名前を知っている、調べ方が分かる
・虫の捕まえ方や観察の仕方が分かる

・知っている虫が載っている絵本や図鑑と虫を見比べて考える
・写真や絵と違うところに気付き友達や保育者に伝え、更に名前を調べる

・もっと知りたいという意欲がある
・友達や保育者と一緒によく観たり考えたりする
・虫の気持ちになって考える

129 様々な樹木の葉っぱ遊び、藍の葉でのたたき染めの経験から様々な葉っぱを
使ったたたきき染めの遊びへ

？
・葉による色や匂いの違いに気付いていく
・藍の葉を布に並べ、ハンマーでたたくことで、葉の葉脈や葉の形が写ることに気付く
・色水の経験から、藍以外の葉や色に興味をもち、試してみる

・草花を使った色水遊びを楽しみ、葉から出てくる色や匂いに興味・関心をもつ
・葉のたたき染めを繰り返し楽しむことで、デザインや美しさにも関心をもち、どん
　な形のデザインにしたいか考えて、葉を選ぶようになる
・藍色以外の色も出したいと考え、藍ではない葉っぱも集めてくる

・友達のやっていることに興味をもち、自分も試したり、どこでその葉を見付けた
　のか教え合ったりする

130 輪飾りをつなげて園内を一周させようとする 5
・作り立ての輪飾りは糊が乾くまでに時間がかかるため、途中で切れることに気付く
・気付いたことを生かし修繕はセロハンテープを使う

・長くつながった輪飾りを見て、もっと長くしていきたい思いをもつ
・必要な役割を考え分担しながら遊びを進める
（各場所の作業状況を伝える、切れやすい箇所を見守る、長くつなげていく、
　旗を持ち応援する）

・目的に向かって友達と相談したり声を掛け合い協力して進める
・幼児同士で遊びを振り返り次の遊びがより楽しくなるよう提案し合う

131 小学４年生と木切れを使って「わたしたちのまち作り」に挑戦する 4,5 ・立体を組み合わせてつなげると、いろいろな形を作れることに気付く
・マジック、木工ボンドなどの道具を、適切に使うことができる

・自分の作りたいものをイメージして、何度も試しながら作る ・友達に自分の思いを伝え合いながら、一緒に一つの物を作り上げる

132 人形劇を見た後、自分たちで人形を作り人形劇をする（おおかみとこやぎ） 5 ・共通の経験をしたことで分かり合って物事を進める
・話の内容、割ピンの使い方など自分の経験を応用して生かす

・割ピンの特性の理解し、工夫して製作する
・話の内容を理解し、自分たちなりの劇の話の進め方・表現を楽しむ
・オリジナルのストーリーを考える

・そこにいるメンバーで、できる内容を考えて進める
・友達と楽しいことを分かち合いたい気持ちが育まれている

133 クリスマスケーキ屋を開こう 5
・これまでの経験を生かしてケーキに見合った素材を選ぶ
・ケーキの大きさや飾りについての知識がある

・様々な大きさのケーキを作るために必要な型やクリームの量を考える
・ケーキ屋を進めるにあたり、必要なことや物を考える

・自分の思いと友達の思いが違う時に相談する、譲り合う、認め合うことをしながら
　遊びを進める
・友達と考えたことを実現して遊びを進めることを楽しむ

134 友達が回している姿を見て始めたドングリごま作り 5
・今までの経験を生かして、きりを使ってドングリが割れないように穴を開けらる
　ように挑戦する
・穴に楊枝が入るように何度も挑戦する

・何度も回しながら、どうしたらうまく回るか軸の長さや回し方を工夫する
・回している途中でドングリの区別がつかなくなると「いいこと考えた」と自分の
　ドングリと友達の作ったドングリとの区別がつくように色を塗る

・よく回るドングリの軸の長さや回し方を友達に教えたり、分からないことを聞いたり
　する

135 テントウムシごっこを調べながら楽しむ 5 ・テントウムシが何を食べるのかを知る
・身近な材料を使い遊びに必要なものを作る
・本物らしくするために必要な材料を工夫する

・友達のしている遊びに沿って、遊びに必要なものを考えて遊ぶ
・機器を使ってテントウムシの捕食の様子を知る

136 ドングリを転がしながらルートを作る 5
・ドングリの形状によって転がり方が違うことに気付く
・トイレットペーパ芯や牛乳パック、空き箱を使ってルートを作る
・樋と樋の間は長さや角度で変化が生まれることに気付く

・ドングリを転がしながら樋を貼ったり離したりしながらルートを工夫する
・点数表を作りゲーム的な遊び方を工夫する
・落ちたドングリが散らばらないように箱を置くことを考える

・友達と一緒に遊び方を工夫する
・興味をもって遊びに来た友達に、遊び方や面白さを伝える

137 ミニチュアハウスをイメージを出し素材を工夫しながら作る 5
・紙から机やいすなどの立体を作る
・イメージしたものを作るための素材を選ぶ

・イメージしたことを実現しようとする
・作った人形や家、庭を使って遊んだり、友達と関わったりする

・夢中になって取り組む
・友達の様子や作っているものに興味をもち、刺激を受け、取り入れる

138 海賊船にペーパー芯を付けることを試し工夫する 5 ・船の側面に対して垂直にそのままのペーパー芯をうまく付けられないことを知る
・しっかりと付くように考え以前の経験からハサミでペーパー芯に切り込みを入れる

・しっかり付けるにはどうすればよいか考え、様々な方法を試す
・友達と役割分担をして物事に取り組む
・難しくても諦めずに取り組む

139 本物らしくバスを作りバスごっこをする 5
・タブレット端末で調べて本物らしく作る
・割りピンや目打ちの扱いが分かる
・身近な材料を選び、めあてに向けて取り組む

・イメージをしたものを本物らしくするために調べたり試したり工夫したりする
・考えたことを相手に分かるように言葉で伝える
・友達の考えに触れ、自分で考え直したり、新しい考えを生み出したりする
・遊びの場を作り、遊びを進める

・友達とやりたいことの実現に向けて遊びを進める
・他学年の幼児も遊べるように関わる

140 目的に向かって友達と協力して制作活動に取り組む 5
・遠足に行った経験から、楽しかったことを振り返り、気付いたことを伝える
・昨年の経験を思い出し、自分たちがやりたいことを出し合う
・身近な材料を使って描きたいものや作りたいものを作る中で、物の扱い方を知る

・作るものの色や形を考え、設計図に表す
・招待した時の役割分担を考える
・友達と思いを伝え合う

・友達と作りたいものを作る方法を話し合い、協力して作る。
・３・４歳児を招待することを楽しみにする。


